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庭園の万作（まんさく）

花が無事に咲くと「豊年満作」となるという縁起の良い花             
～大崎市祥雲閣　節分企画～

　　　　　
 　祥雲閣の庭園は降り積もった雪が作り出す白銀の静かな景色の中、

万作のつぼみが少しずつ芽吹き始めました。いち早く黄色の花を咲かせ

春の訪れを告げる花木です。　二十四節気の「大寒」を迎え、これから一

段と寒さが増します。凍てつく寒さに春が待ち遠しいかぎりです。

　祥雲閣では１月31日、２月1日に節分かざりづくり、数量限定の呈茶等

盛りだくさんのイベントを行います。お気軽にご来館ください。



交通案内　JR古川駅から徒歩約20分
　　　　　東北自動車道古川インターから
　　　　　車で約10分
住　所　　大崎市古川福沼一丁目2-2
開館時間　9：00～17：00
　　　　　（最終入館16：30）
休 館 日　毎週月曜日 
　　　　　（月曜が祝日の場合はその翌日）
入 館 料　無料　

連 絡 先　TEL・FAX　0229‐24‐3385 

　「馬」の字を左右反転させた
「左馬（ひだりうま）」は縁起が
良い象徴とされ、昔から商売繁盛・千客万来・招福のご利益が
あると言われています。
　左から乗ると馬が倒れないと言われることから「人生をつま
づかない」、馬が人を「引き込む」ことから「客を招き入れる」と
いう意味があるそうです。将棋駒や根付、お菓子など縁起物とし
て様々な形で親しまれています。

　　

　　  　　抹茶をいただく器から季節の移り変わりを感じていただけます。

 　　「松竹梅」は お正月のおめでたい樹木とされます。

 　　「松」は冬でも青々とし、「竹」は雪の重みにも折れないしなやかさがあり、

 　　「梅」は寒さが厳しい中花を咲かせることから、これら「松・竹・梅」の

　　　３つは、 「歳寒三友（さいかんさんゆう）」と呼ばれます。
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